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JKSK Now! 
（2015 年６月 17日） 

 

６月13日、今年初の JKSK ボランティアバ

スが開催されました。今年は「双葉八町村に

春を呼ぶ！ 福島県広野町応援プロジェクト 

ふくしまオーガニックコットン「JKSKボランティアバ

ス」として３回開催します。今年のボラバスは

FCA ジャパン様のスポンサーで実施いたします。

FIAT 様は、『Share with FIAT』を合言葉に、

人も自然も豊かになれるクルマづくりとともに、

社会全体で共有できる価値を創ることを目指

した CSV活動に取り組まれています。 

13 日には FCA ジャパンマーケティング本部

長 Tiziana Alamprese、お嬢様とそのお友達（インターンシッププログラムの一環として参加）をはじめ、立正大

学ボランティアセンターと大学生グループ、板橋区のＮＰＯ法人グループなど、小学３年生から 80歳まで、多様で

多彩な皆さま 40 数名のご参加をいただきました。今回初めて福島に行かれる方も多い一方、三年目の常連さん

も。現地の受け入れはいわきおてんとＳＵＮ企業組合の皆さま、そして広野町町民の皆さまや福島県富岡土木

事務所長様などもご参加くださり、初夏の一日、ご一緒に爽やかな汗を流しました。次回は９月 12 日開催となり

ます。 

※CSV（Creating Shared Value）とは、「社会と共有できる価値を創造する」こと。 社会にとっての価値と企業にとっ

ての価値を両立させ、企業の事業活動を通じて社会的な課題を解決していくことを目指す考え方です。 

 

１．JKSK結結プロジェクト 

（１）東京新聞と JKSK のコラボレーションによる連載「東北復興日記」 

20012年８月から始まった連載は６月12日で第142回になります。（東京新聞朝刊4面・金曜日掲載） 

 

第 139 回 「未来へ伝える思いの種」（５月 22日）いわきおてんと SUN 吉田恵美子さん  

第 140 回 「首脳夫人たちと苗植え」（５月 29日）いわきおてんと SUN 吉田恵美子さん   

第 141 回 「東京の福島人サポート」（６月５日）ベテランママの会 番場さち子さん 

第 142 回 「悩み聞くサロンの役割」（６月 12日）ベテランママの会 番場さち子さん 

海外配信（2014年 10月～月１回、ジャパン・フォー・サステナビリティと連携） 

5 月 15 日「Simulated Experience of Managing an Evacuation Center」 

 

 （２） 福島県広野町応援プロジェクト 

JKSKでは 2013年からボランティアバスを運行し、広野町のオーガニックコットン畑を応援してきました。2015年
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は広野町で綿の栽培、町内に完成する防災緑地での植樹や、パークフェスや車座の開催を通じ、広野町への町

民の帰還が促進されるよう、地元や首都圏の団体が連携し、女性や子供が安心して暮らせる地域を取り戻せるよ

う支援活動に取り組みます。  

なお、JKSK ボランティアバスは FIAT（FCAジャパン）様、パークフェス（5月３日）、車座はサイボウズ様のス

ポンサーにより実施いたします。 

     JKSK ボランティアバス ： 綿の定植・草取り（6/13）、草取り（9/12）、収穫（11/22） 

     第８回 車座 ７月 10（金）～11日（土） 福島県広野町 

 

２．AUW(アジア女子大学)－JKSK連携プログラム 

2009年9月から、「アジア地域の安定には、能力のある女性達に高等教育を」という国際社会のコンンサ

スに基づき開校したアジア女子大学（Chittagong,Bangladesh）と日本で初めて連携したプログラムをス

タートさせました。本プロジェクトを推進するために、「 JKSK-Women Empowerement 基金≪

JKSK=WE 基金」を設立、「自分以外の誰かのために」「アジアの一員として」という思いの中で「One 

Coin/Every Day運動」を開始。以来、JKSK会員、JKSKサロン参加者、JKSK関係者などがご参加下さ

り、その姿勢を多とされた多くの個人、団体、企業の方々からご支援、ご協力を得て今日まで活動を続けてき

ました。 

    （１）5 か国 5人の学生（JKSK 奨学生）の教育支援 

    （２）定期的な communication の実施 

    （３）JKSK奨学生の日本招聘（インターン・訓練） 

    （４）AUW と JKSK の交流事業（JKSK関係者の AUW( Chittagong,Bangladesh)訪問等） 

 

   第 I 期 JKSK奨学生（Bangladesh, China, Nepal, Sri Lanka, Vietnam）（2009～2014） 

   第 II 期 JKSK奨学生（Bangladesh, Buhtan, India, Nepal, Pakistan）（2014～2019） 

 

   JKSK関係者が AUW(Chittagong, Bangladesh)を訪問しました。（2015，2，27～3，3） 

    ※本交流事業は東芝国際交流基金からの助成金をいただきました。 

 

３．「こんな生き方～女性１００名山 プロジェクト」 

    第３回原稿リリース（2015 年４月８日） 

 水本江理子さん 自分のキャリアは自分で作れる～女子事務系総合職第 1期生からのキャリア転換 

 上山良子さん   いつでも Re-Born !：デザイナーへの道（連載―２） 

 渡邊智恵子さん  オーガニックコットンと東北大震災 

 木全ミツさん    The Body Shop Japan の社長就任まで（連載―３） 

  

４．第 13回 JKSK 総会 2015 年５月 26日に開催しました 

 

以上 


